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	スライド 0: 議案第１５７号  　指定管理者の指定について 　（大津市リサイクルセンター木戸）
	スライド 1: 施設の名称　大津市リサイクルセンター木戸 　所在地　　　大津市木戸２９番地の３ 　開所年月　　平成２５年４月 　建築構造　　鉄筋コンクリート造　２階建て 　敷地面積　　２，３１６㎡ 　延床面積　　　　７７５㎡ 　大津市リサイクルセンター木戸は、資源の有効利用と廃棄物の減量の促進、地域コミュニティの活性化を図ることを目的として、平成２５年４月に開所しました。 　令和５年８月１日からは、指定管理者制度を導入し、大津環境テクノロジー(株)が指定管理者として管理運営しています（指定期間：令和８年３
	スライド 2
	スライド 3: 　　 　大津環境テクノロジー株式会社は、本市における資源の有効利用と廃棄物減量の促進に係る啓発事業を、南部地域にあっては、ごみ処理施設の管理運営業務に係る本市との契約に基づき、環境美化センターを拠点に実施し、また、北部地域にあっては、リサイクルセンター木戸の指定管理者として実施している。 　同社は、同業務を通じて市内のごみ処理の現状に精通しているとともに、同業務の期間が今後１０数年と長期間に及ぶことから、本市域内のごみ処理の実情や長期的な観点から市内のごみ処理の課題等を踏まえた啓発事業を実
	スライド 4: 　　 　市民の「３Ｒ意識の高揚が推進されること」、「利用の満足度が向上すること」を目指すとともに、大津環境テクノロジーが運営を担うごみ処理施設２施設での最新の廃棄物処理状況を踏まえ、効果的に大津市環境美化センターの啓発施設とも連携、連動しながら、市内全域的にごみ減量と３Ｒ意識の底上げを図る。 　さらに、再生可能な資源である木材利用に関する啓発として、令和８年度から木工芸教室等の事業計画を追加する。
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